
プラズマ・核融合クラウド（全日本核融合データ収集・解析プラットフォーム)の構築

ＬＨＤで培われた資産である

① 核融合データ収集(LABCOM)システム、
② 自動統合解析システム：aIDA(Automatic Integrated Data Analysis)

を日本国内の大学に展開する。これにより、

l 核融合関連の実験を行う大学付置研、大学研究室に対してデータ収集・保守体制を支援

ü 一部展開済：データ保守：筑波大（GAMMA10/PDX）、データ収集：九大（QUEST）、東大（TST）
ü 進行中：京大（Ｈ－Ｊ）、京都工繊大（RELAX他）
⇒装置間の共同研究を活性化するとともに、コロナ禍における各装置の遠隔実験体制を支援。

l データ解析・表示システムの標準化

⇒装置間のデータ解析をシームレスに
⇒ITERデータシステム（IMAS）が採用するデータ形式への対応

l 解析ライブラリの共有化、シミュレーションコードへの入力共通化（？）、(LHD)データのオー
プンソース化

⇒解析手法・プラットフォームの大学研究者との共同開発を実施
⇒データサイエンスを採り入れた新たな解析手法を迅速に展開
⇒理論シミュレーションとの緊密な連携
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Ø大学の装置間のデータ
解析をシームレスに

Øデータ解析ライブラリを
共有・協働開発
ü データサイエンス等の最
新の解析手法の共有・
展開が迅速に

Øデータ収集システム・
サーバー維持管理から
大学研究者を解放

ポストコロナ時代の大学間遠隔共同研究体制の強化

LHDで開発されたデータ収集・自動解析システム(aIDA) を大学の実験装置に展開

üコロナ禍における大学間の遠隔共同研究体制を支援

ü大学研究室のデータ収集・保守体制を支援 Automatic Integrated Data Analysis (aIDA)の提供
①シーケンス動作に基づく実験データ収集・登録システム

②生データ登録を検知して解析データの自動生成・登録

③Pythonベースの解析データ表示アプリケーション(MyView)
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核融合コミュニティの研究基盤
Ø LHDのデータ収集・解析環境を大学に展開・共有

ü 国内大学の各装置の共同研究をワンストップ化
ü コロナ禍における大学間の遠隔共同研究体制を支援
ü 国内大学の各装置間のデータ解析をシームレスに・解析ツールの共有
ü 大学研究者間の新たな解析手法の協働開発

ü 大学研究者の新たなデータサイエンス研究の基盤に
ü 核融合分野におけるオープンサイエンスを推進

Ø ITERのデータ解析環境への対応
ü ITER時代の大学研究者の研究の基盤に！

Ø シミュレーションコード入力の共通化による理論・実験連携の強化

Stage3:



先端研究基盤共用促進事業（先端研究設備プラットフォーム）への申請


